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びころりん」、③ 2 年生「スイミー」、④ 3 年生
「手ぶくろを買いに」、⑤ 4 年生「森はいきてい
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要. 教育科学編』57巻，pp.133-149，2006年 2 月。
＊19　識名小学校や西小学校の学校づくりにおいて、
「介入授業」という表現が使われたが、「介入」
という言葉に強烈なイメージを抱く向きもあ
り、長田小学校や宇栄原小学校の頃から、「協働
授業」と呼称されることが多くなっている。
＊20　狩野「事中研究の実際」、『鹿児島大学教育学
部教育実践研究紀要』第14巻、69-78頁、2004年
＊21　一般的にいえば、学校の学芸会や文化祭など
の学校行事において取り組まれる“演目”は、
大人が行う、あるいは、プロとして取り組む芸
術活動の模倣である場合が多い。衣装や舞台装
置に工夫を凝らし、照明や舞台化粧、一糸乱れ
ぬ演奏、ハーモニーや曲想を集団としていかに
一致させるか、といった取り組みは、本来鍛え
上げられたプロフェッショナルにより、実現可
能な世界である。したがってこうした取り組み
は、自ずから専門教育の領域になってしまう。
学芸会の出演者がオーディションによって選ば
れるとか、音取りが出来ない子どもは、歌って
いる“振り（いわゆる“口パク”）”をするとか
いうようなことが実際の学校教育現場ではある
が、このようなことが果たして普通教育として
行われてよいことなのかどうか、相当慎重に吟
味する必要があると思われる。その一方で、コ
ンクールやコンテスト、審査会に類する学校行
事の存在は、学校外からの要請であったり、学
級づくりにその連帯感を醸成する効果を活用し
たりと、さまざまな目的で取り組まれる。子ど
もの知識や技能、能力には、差があるのが当然
であるし、向き不向きということもあり、形成
的な効果を考えれば、その全てを否定すること
は出来ないが、競技スポーツや芸術活動、文化
活動などにおける競争性排除の動きを見るにつ
け、そもそもそのような形成的側面だけに学校
が頼ることでよいのかどうか、学校行事におけ
る内容、演目の吟味、検討ということは、今後
当然必要となるのではないか。
＊22　横須賀薫『斎藤喜博　人と仕事』国土社、
1997年。
＊23　沖縄においては、校長としての在職年数は一
般的に 2 年であり、宮城校長の場合は、校長と
して勤務できる年数が残り 2 年ということであ
り、このまま留任できるかどうかが一つの大き
な鍵となっている。
【附記】
本稿は、日本教育方法学会第51回大会（於：岩
手大学）自由研究発表15-④において口頭発表し
た内容をもとに執筆したものである。2015（H27）
年度十文字学園女子大学プロジェクト研究費の助
成を受けた。
